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料
の
試
薬
を
販
売

京
大
発
新
興
ア
ト
ミ
ス

Ｓ
Ａ
Ｆ
原
料
回

収
プ
ロ
に
参
画

横
浜
ゴ
ム

日
本
精
鉱
子
会
社
の
日
本
ア
ト
マ
イ
ズ

加
工
（
千
葉
県
野
田
市
）
は
、
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
生

成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
普
及
に
と
も
な

う
電
子
部
品
の
需
要
拡
大
を
と
ら
え
る
た

め
、
生
産
・
開
発
体
制
を
強
化
す
る
。
電

子
部
品
向
け
金
属
粉
末
の
専
用
工
場
で
あ

る
つ
く
ば
工
場
（
茨
城
県
牛
久
市
）
で
生

産
ラ
イ
ン
を
増
設
。
次
世
代
以
降
の
顧
客

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
社
内
体
制
の

整
備
に
も
着
手
し
た
。

北
関
東
の
観
光
名
所
「
牛

久
大
仏
」
か
ら
ほ
ど
近
く
に

あ
る
筑
波
南
桂
工
業
団
地
。

そ
の
一
角
に
立
地
す
る
日
本

ア
ト
マ
イ
ズ
加
工
の
つ
く
ば

工
場
で
４
月
、
増
設
し
た
鉄

系
合
金
粉
の
生
産
ラ
イ
ン
が

竣
工
し
た
。
電
源
回
路
を
構

成
す
る
電
子
部
品
の
一
つ

で
、
電
流
の
流
れ
を
整
え
る

役
割
を
果
た
す
メ
タ
ル
系
パ

ワ
ー
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
向
け
の

軟
磁
性
材
料
が
同
社
の
鉄
系

合
金
粉
の
主
な
用
途
だ
。

つ
く
ば
工
場
の
既
存
の
生

産
棟
の
西
側
を
増
築
し
、
原

料
を
熔
（
と
）
か
す
熔
解
炉

を
２
基
増
設
。
１
基
分
に
つ

い
て
、
熔
解
後
の
脱
水
、
乾

燥
、
粒
子
の
大
き
さ
で
ふ
る

い
分
け
る
分
級
と
い
っ
た
下

工
程
の
設
備
も
導
入
し
て
生

産
体
制
を
整
え
た
。
２
０
２

５
年
度
中
に
残
る
下
工
程
も

設
備
導
入
が
完
了
す
る
予
定

で
、
総
投
資
額
は
約
１５
億
円

を
見
込
む
。

こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
１

ラ
イ
ン
を
加
え
た
同
工
場
の

鉄
系
合
金
粉
の
生
産
能
力
は

従
来
比
で
３
倍
と
な
り
、
本

社
工
場
と
合
わ
せ
た
生
産
能

力
は
７
割
増
に
高
ま
る
。
併

せ
て
、
つ
く
ば
工
場
で
働
く

人
員
も
現
状
の
約
６０
人
か
ら

増
員
す
る
計
画
だ
。

日
本
ア
ト
マ
イ
ズ
加
工
が

手
掛
け
る
金
属
粉
末
は
「
水

ア
ト
マ
イ
ズ
法
」
と
呼
ぶ
手

法
で
作
ら
れ
る
。
熔
解
炉
内

で
１
１
０
０
〜
１
５
０
０
度

Ｃ
の
高
温
で
熔
か
し
た
原
料

に
高
圧
水
を
噴
霧
し
、
粉
砕

と
急
冷
凝
固
を
瞬
時
に
行
う

こ
と
で
、
数
百
〜
数
�
�
の

金
属
粉
末
を
生
産
す
る
。
水

圧
な
ど
の
条
件
を
変
え
る
こ

と
で
金
属
粉
末
の
形
状
や
粒

径
の
制
御
が
可
能
で
、
生
産

に
化
学
薬
品
を
使
わ
ず
、
使

用
す
る
水
を
再
利
用
で
き
る

な
ど
環
境
に
配
慮
で
き
る
利

点
も
あ
る
。

同
社
の
鉄
系
合
金
粉
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
電
子
機

器
の
小
型
・
薄
型
化
に
と
も

な
う
パ
ワ
ー
イ
ン
ダ
ク
タ
ー

の
微
細
化
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

か
ら
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
に
代
わ

る
磁
性
材
料
と
し
て
需
要
が

拡
大
し
て
き
た
。
自
動
車
や

家
電
製
品
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
よ

っ
て
１
台
当
た
り
に
搭
載
さ

れ
る
電
子
部
品
の
個
数
が
増

大
す
る
こ
と
や
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
普
及
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理

量
の
急
増
を
受
け
て
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
向
け
で
小
型
パ
ワ

ー
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
需
要
が

高
ま
る
こ
と
も
今
後
の
追
い

風
と
な
る
。

遠
藤
誠
二
社
長
は
「
あ
ら

ゆ
る
電
子
回
路
に
は
パ
ワ
ー

イ
ン
ダ
ク
タ
ー
、
積
層
セ
ラ

ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
ー
（
Ｍ

Ｌ
Ｃ
Ｃ
）、抵
抗
器
が
必
要

で
、
電
子
機
器
全
般
が
鉄
系

合
金
粉
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
」
と
話
す
。
生
産
能
力
の

引
き
上
げ
に
よ
っ
て
電
子
部

品
の
成
長
需
要
を
取
り
込
む

の
と
並
行
し
、
試
験
炉
や
既

存
の
生
産
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
新
製
品
の
開
発
・
試
作
に

も
一
層
力
を
入
れ
る
構
え

だ
。つ

く
ば
工
場
で
は
２２
年
７

月
に
開
発
部
が
発
足
し
た
。

そ
れ
ま
で
製
造
部
内
に
あ
っ

た
開
発
の
専
門
部
署
を
設
け

る
こ
と
で
、
パ
ワ
ー
イ
ン
ダ

ク
タ
ー
な
ど
の
電
子
部
品
向

け
新
製
品
の
開
発
を
加
速
さ

せ
る
狙
い
だ
。

２５
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
の

次
期
中
期
計
画
が
始
動
す
る

の
を
前
に
、
開
発
部
と
製
造

部
技
術
課
で
の
役
割
分
担
を

明
確
に
す
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
に
も
着
手
し
た
。
遠
藤

社
長
は
「
先
の
先
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と

取
り
残
さ
れ
る
の
が
電
子
材

料
の
世
界
。
顧
客
の
技
術
開

発
に
つ
い
て
行
け
る
社
内
体

制
を
整
備
し
て
い
く
」
と
語

る
。日

本
ア
ト
マ
イ
ズ
加
工
は

電
子
部
品
向
け
と
機
械
部
品

な
ど
粉
末
冶
金
製
品
向
け
の

金
属
粉
末
が
事
業
の
２
本
柱

で
、
電
子
部
品
向
け
金
属
粉

末
は
２３
年
度
の
全
社
売
上
高

７３
億
円
の
６
割
強
を
占
め
る

主
力
事
業
だ
。
電
子
部
品
向

け
金
属
粉
末
で
は
主
力
製
品

の
鉄
系
合
金
粉
に
加
え
、
Ｍ

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
外
部
電
極
に
主
に

使
わ
れ
る
銅
粉
、
電
子
部
品

向
け
導
電
ペ
ー
ス
ト
や
接
着

剤
に
使
う
銀
粉
な
ど
の
製
品

群
を
手
掛
け
る
。
電
子
部
品

向
け
金
属
粉
末
の
供
給
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
、
１２
年
に

つ
く
ば
工
場
を
稼
働
さ
せ

た
。

◆
…
ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
を

グ
ル
ー
プ
化
し
た
狙
い

は
。

「
ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
は

ウ
レ
タ
ン
樹
脂
系
接
着
剤
を

得
意
と
し
て
い
る
。
と
く
に

建
築
内
装
用
途
に
強
く
、
国

内
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
握

る
。
わ
れ
わ
れ
も
建
築
分
野

に
は
強
み
を
持
っ
て
い
る
。

業
界
や
製
品
の
性
質
に
共
通

項
が
多
く
、
意
思
疎
通
が
し

や
す
い
う
え
、
ト
ー
ヨ
ー
ポ

リ
マ
ー
に
は
わ
れ
わ
れ
に
は

な
い
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

が
あ
る
。
双
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
」

◆
…
今
回
の
グ
ル
ー
プ
化
を

契
機
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
拡
充
し
て
い
き
ま
す

か
。

「
わ
れ
わ
れ
の
建
築
分
野

の
製
品
群
は
外
装
用
途
が
向

け
メ
イ
ン
だ
。
内
装
用
途
で

存
在
感
を
持
つ
ト
ー
ヨ
ー
ポ

リ
マ
ー
と
協
業
す
る
こ
と

で
、
内
装
分
野
に
足
掛
か
り

が
作
れ
る
。
加
え
て
、
同
社

は
化
粧
用
の
ウ
レ
タ
ン
パ
フ

・
ネ
イ
ル
用
や
半
導
体
研
磨

用
の
製
品
で
も
実
績
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
取
り

込
む
こ
と
で
成
長
市
場
で
事

業
機
会
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
」

◆
…
ど
う
い
っ
た
部
分
で
の

協
業
を
計
画
し
て
い
ま
す

か
。

「
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
し
て

い
る
が
、
な
か
で
も
製
品
開

発
と
販
売
活
動
に
お
い
て
協

業
の
余
地
が
大
き
い
。
す
で

に
開
発
、
営
業
の
担
当
者
が

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
双
方
の
技
術
を
結
集
し

た
製
品
の
共
同
開
発
も
進
行

中
だ
。
主
に
狙
う
の
は
建
築

と
自
動
車
向
け
の
接
着
剤
、

シ
ー
リ
ン
グ
材
だ
。
ま
だ
テ

ー
マ
は
具
体
化
し
て
い
な
い

が
、
顧
客
の
要
望
に
耳
を
傾

け
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ

て
い
る
」

「
販
売
活
動
の
面
で
は
、

互
い
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
活

用
し
た
営
業
活
動
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
内
装
用
、
外

装
用
で
販
売
ル
ー
ト
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
互
い
の
製
品

を
紹
介
す
る
ク
ロ
ス
セ
ル

（
併
売
）
を
行
う
こ
と
で
、

新
た
な
成
長
機
会
が
得
ら
れ

る
と
見
込
ん
で
い
る
」

◆
…
社
内
制
度
な
ど
の
改
革

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
は

良
好
な
経
営
状
況
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
を
持
つ
会
社
で
あ

り
、
抜
本
的
な
改
革
を
行
う

予
定
は
な
い
。
機
能
が
重
複

し
て
い
る
部
分
を
統
合
し
効

率
化
を
図
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
方

な
ど
に
は
手
を
加
え
な
い
。

ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
と
の
間

で
は
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
社
員
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
互
い
の
良
い
と
こ

ろ
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
」

◆
…
今
後
も
グ
ル
ー
プ
化
に

よ
る
成
長
機
会
を
探
っ
て

い
き
ま
す
か
。

「
今
回
の
一
件
は
４
年
前

か
ら
進
行
し
て
い
た
。
現
段

階
で
進
ん
で
い
る
他
の
案
件

は
な
い
。
機
会
を
見
て
、
随

時
検
討
し
て
い
く
」

（
聞
き
手
�
佐
藤
圭
吾
）

サ
ン
ス
タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で

接
着
剤
や
シ
ー
リ
ン
グ
材
な
ど
を
手

掛
け
る
サ
ン
ス
タ
ー
技
研
（
大
阪
府

高
槻
市
）
は
建
築
内
装
用
接
着
剤
の

国
内
大
手
ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
（
大

阪
市
）
を
２
０
２
４
年
４
月
１
日
付

で
グ
ル
ー
プ
化
し
た
。
建
築
分
野
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
強
み
を
持
つ
両
社
が

ど
の
よ
う
に
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
）
効

果
を
発
揮
し
て
成
長
に
つ
な
げ
る

か
。
サ
ン
ス
タ
ー
技
研
の
大
野
仁
代

表
取
締
役
に
今
後
の
協
業
体
制
に
つ

い
て
聞
い
た
。

日
本
ア
ト
マ
イ
ズ
加
工
は
２
０

２
４
年
３
月
、
創
業
６０
周
年
を
迎

え
た
。
金
属
粉
末
の
専
業
メ
ー
カ

ー
と
し
て
培
っ
た
技
術
や
顧

客
と
の
関
係
性
を
生
か
し
、

粉
末
冶
金
製
品
向
け
だ
け
で

な
く
、
電
子
部
品
向
け
に
も

新
規
参
入
し
、
事
業
拡
大
を

図
っ
て
き
た
。
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
て
歴
史
を
紡
い
で

き
た
同
社
が
今
後
ど
の
よ
う

に
成
長
を
目
指
す
か
。
６
月

に
就
任
し
た
遠
藤
誠
二
社
長

に
聞
い
た
。

◇

■
…
社
長
就
任
の
抱
負
を
う

か
が
い
ま
す
。

「
当
社
は
水
ア
ト
マ
イ
ズ

法
を
コ
ア
技
術
と
し
て
、
顧

客
に
寄
り
添
っ
た
開
発
を
進

め
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
。
顧

客
の
要
望
に
合
っ
た
製
品
を
迅
速

に
開
発
す
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な

が
る
。
そ
れ
に
は
常
に
先
の
先
を

予
測
し
な
が
ら
、
道
筋
を
立
て
て

開
発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
も
私
の
使
命
の
一
つ

だ
」

■
…
今
後
の
開
発
方
針
は
。

「
自
前
に
は
一
切
こ
だ
わ
ら
ず
、

顧
客
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構

成
す
る
企
業
な
ど
と
の
協
業
を
積

極
的
に
進
め
る
。
親
会
社
の
日
本

精
鉱
は
微
細
粒
子
の
生
産
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
お
り
、
新
製

品
の
開
発
・
営
業
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
力
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
」

「
自
社
で
は
つ
く
ば
工
場

で
２２
年
に
立
ち
上
げ
た
開
発

部
が
中
心
と
な
り
、
パ
ワ
ー

イ
ン
ダ
ク
タ
ー
な
ど
の
電
子

部
品
向
け
合
金
粉
末
の
組
成

や
粒
度
、
加
工
工
程
と
い
っ

た
全
般
的
な
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
」

■
…
つ
く
ば
工
場
で
鉄
系
合

金
粉
の
生
産
ラ
イ
ン
を
増

設
し
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
や
地
政

学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
の

環
境
変
化
を
受
け
て
最
初
に

計
画
を
発
表
し
た
１９
年
か
ら

２
年
ほ
ど
後
ろ
倒
し
し
た

が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
の
到
来
や
生
成

Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
っ
て
パ
ワ
ー
イ

ン
ダ
ク
タ
ー
市
場
は
確
実
に
伸
び

る
。
今
後
は
女
性
が
製
造
部
門
で

働
け
る
職
場
環
境
を
目
指
し
、
工

程
の
自
動
化
・
省
人
化
も
進
め

る
」

（
聞
き
手
�
小
林
徹
也
）

る
避
難
所
の
様
子
を
み
て

「
シ
ー
ル
で
手
伝
え
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
」
と
考
え
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
開
発
さ

れ
た
。
有
事
の
際
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
避
難
所
の
設
営
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
手
間
を

減
ら
し
な
が
ら
も
被
災
者
の

不
安
や
不
便
さ
を
軽
減
し
、

危
険
を
回
避
で
き
る
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
企
画
、
考
案

し
、
必
要
な
情
報
を
正
し
く

か
つ
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
制
作

し
た
。
熊
本
地
震
、
大
阪
府

北
部
地
震
、
西
日
本
大
豪
雨

な
ど
で
使
用
実
績
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
販
路
が
限
ら
れ

て
い
た
が
、
２
月
に
ア
マ
ゾ

ン
で
別
の
製
品
を
販
売
し
た

と
こ
ろ
気
軽
に
買
え
る
と
好

評
だ
っ
た
た
め
、
一
般
の
人

が
発
注
ロ
ッ
ト
が
な
く
必
要

に
応
じ
て
購
入
で
き
る
よ
う

に
販
売
体
制
を
強
化
し
た
。

京
都
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
（
ア

ト
ミ
ス
、
神
戸
市
）
は
自
社

の
多
孔
性
材
料
「
金
属
有
機

構
造
体
（
Ｍ
Ｏ
Ｆ
）」の
一
部

に
つ
い
て
、
国
内
試
薬
最
大

手
の
富
士
フ
イ
ル
ム
和
光
純

薬
か
ら
試
薬
と
し
て
販
売
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
と
発

表
し
た
。
企
業
の
研
究
者
な

ど
が
手
に
取
り
や
す
い
少
量

の
試
薬
と
し
て
販
売
す
る
こ

と
で
認
知
度
を
高
め
、
実
用

化
開
発
を
促
す
狙
い
だ
。

Ｍ
Ｏ
Ｆ
は
金
属
イ
オ
ン
と

有
機
配
位
子
か
ら
構
成
さ
れ

る
多
孔
性
材
料
で
、
高
い
比

表
面
積
や
構
造
の
柔
軟
性
な

ど
の
特
性
を
持
つ
。
物
質
の

選
択
的
な
分
離
、
回
収
、
貯

蔵
と
い
っ
た
機
能
を
発
現
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
消
臭
剤

や
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の

吸
着
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

ア
ト
ミ
ス
は
ノ
ー
ベ
ル
賞

候
補
に
も
挙
が
る
京
大
の
北

川
進
特
別
教
授
の
研
究
成
果

を
基
盤
と
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｆ
の
事

業
化
を
目
的
と
し
て
１５
年
に

設
立
。
２３
年
に
は
防
爆
対
応

の
自
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
設
備
で

年
産
２０
�
の
製
品
供
給
が
可

能
な
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

横
浜
ゴ
ム
は
、
国
内
資
源

循
環
に
よ
る
航
空
業
界
の
脱

炭
素
化
を
推
進
す
る
「
Ｆ
ｒ

ｙ

ｔ
ｏ

Ｆ
ｌ
ｙ

Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
に
ゴ
ム
業
界

と
し
て
初
参
画
し
た
。
本
社

と
平
塚
製
造
所
（
神
奈
川
県

平
塚
市
）
の
社
員
食
堂
か
ら

排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
を
提

供
し
、
今
後
国
内
の
他
拠
点

に
取
り
組
み
を
拡
大
す
る
予

定
だ
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
企
業

や
家
庭
で
発
生
す
る
廃
食
用

油
を
回
収
し
、
国
内
で
Ｓ
Ａ

Ｆ
（
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
）

を
製
造
し
、
航
空
機
の
運
航

に
利
用
す
る
。
日
揮
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
が
主

導
し
、
７
月
末
時
点
で
１
４

３
の
企
業
、
自
治
体
、
団
体

が
参
画
す
る
。

横
浜
ゴ
ム
は
マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ
（
重
要
課
題
）
に
掲
げ

る
「
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型

経
済
へ
の
貢
献
」
の
趣
旨
と

合
致
し
、
航
空
機
向
け
飲
料

水
用
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン
ク
や

客
室
内
装
品
な
ど
の
開
発
・

販
売
を
手
が
け
る
な
ど
航
空

業
界
と
の
つ
な
が
り
も
深
い

こ
と
か
ら
参
画
を
決
め
た
。

住
友
理
工
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

指
数
に
選
定

Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環

境
、社
会
、
企
業
統
治
）
投
資

の
代
表
的
指
数
「
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

Ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ

Ｊ
Ａ

ｐ
ａ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
」
に

初
め
て
選
定
さ
れ
た
。
ま
た

「
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

Ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ

ｏ
ｍ

Ｊ
Ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｓ
ｅ

ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
」
に
は

３
年
連
続
で
選
定
さ
れ
た
。

遠藤 誠二 社長

鉄鉄
系系
合合
金金
粉粉

７７
割割
増増
体体
制制
へへ

設営シールセットの内容

つ
く
ば
増
強
、来
期
完
了

顧客要望に合わせ迅速開発

日本アトマイズ加工

自前にこだわらず協業を

避
難
所
設
営
シ
ー
ル
セ
ッ
ト

新
製
品
開
発

専
門
部
署
も

つくばでは下工程含め 25 年度中に増強を完了

ト
ー
ヨ
ー
ポ
リ
マ
ー
と
の
シ
ナ
ジ
ー
追
求

大野 仁 代表取締役

サンスター技研

建
築
・
車
向
け
事
業
機
会
拡
大

Ｍ
Ｏ
Ｆ
の
サ
ン
プ
ル

２０２４年（令和６年）８月２８日（水曜日）（第三種郵便物認可）（３）
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